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動画ファイルへのリンク：	 	
https://drive.google.com/file/d/1iG772HboCsG6iOpq9ba4q3QPhX-7ODvE/view?usp=sharing	
	
賛美：「かみさまはそのひとり子を」（KFC子供さんびか５番：下を参照）	
	
おいのり（今日も生かされていることを感謝し、主の守りと導きを祈ろう。）	
	
おはなし「ハイデルベルク信仰問答書 69~74洗礼について」スパーリンク宣教師	
	 	 	 	 	 	 	 	 	
みなさん、こんにちは！CSの中高生科にようこそおいでくださいました。以前も
そうだったように、今日もハイデルベルク信仰問答書を学び続きます。今回は問

69~74番を見て、洗礼について学びます。今日の問答が多いのですが、初めにこ
れらを一気に読み上げましょう。答えのところ皆で声を出して読みましょう。	
	



	
	 「救いは信仰のみによるのだ」と何回も見て来ました。救われるために必要な	

このような信仰は一体どこからくるのですか。問 65の答えは、「聖霊が福音の
説教と聖礼典を通してこれを心に起こして確かにする」とあります。すなわち、

福音を牧師先生のお話や、聖書を調べて登場するイエス様とその弟子たちの話や、

信じる友人の証や、いろいろな方法があります。でも、礼典とはこれらとは違い

ます。66問の答えによりますと、礼典とは「目に見える聖なるしるしまた封印」



であると言っています。福音のお話と違って、いわゆる五感をお与えになった神

様は、聖礼典においてこれらを全て働かせてくださいます。そしてこれらによっ

て、十字架にご自身を犠牲としてお捧げくださったイエス様が	 信じてより頼む

私たちの罪を赦し、永遠の命を約束しておられることのしるしです。「ここに救

いがあるよ」と、耳で聞くだけではなく、目で見て確認する、というわけです。	
	 では、まず、洗礼において神様はどのように「救いがイエス様にあるよ」と言

い、また、私も救われた主の民であることをどのように示し、確信させてくださ

るか、これは今日の問答の課題です。聖礼典はしるしであることをまず覚えまし

ょう。救いを起こすのではなく、救いの道を示して、これを受けることによって

私に確信を与えるものです。しるしであるといえば、「水の洗い」がその中身だ

と言います。つまり、体を水で洗うと同様に、また確実に、私の魂を主イエス様

と御霊が洗ってくださり、神様の裁きを招く罪の汚れを洗い落としてくださる。

洗礼の水によってではありません。外的な水の洗いによって体をきれいにすると

同じように、確実に、信じて洗礼を受ける私の心がきれいになり、罪の裁きを受

ける私のすべての背きと不従順がまるでなかったかのように、清くされます。こ

れは牧師さんの優れた資格があり、儀式に魔術的な力があるからではありません。

洗礼式は	 わたしが罪から清められる	 ことが十字架に架けられ、贖いの血を流

してくださった主イエス様のおかげです。罪から清められることは、信じる信仰

を起こしてくださる聖霊の力によって、私に適用されるのです。	
	 ではなぜこの洗礼が必要ですか。それはこれを受ける私たちがよりはっきりと、

「あなたも私の血によって清くされたよ」と、神様の確証と封印を押していただ

けるためです。ところで、この頃はコロナウィルス感染予防の対策の一つは	 手

に消毒剤をかけていますね。これは水で洗うだけよりもある種の恐ろしい汚れを

落とすためです。でも、これもあくまで外的な洗い方に過ぎません。けれども、

イエス様の贖いの血で、信仰によって、洗っていただくときに、心の隅々にまで

洗い清められます。まるで消毒剤を心にかけていただくようなことです。しかも、

確実です。また、洗礼を受けることのもう一つの大切な理由があります。イエス

様は大宣教命令で洗礼を「父と子と聖霊のみ名によって」授けるようにお命じに

なりました。これによって三位一体の神様のお名前を	 洗礼を受ける私たちに書

き記してくださることに相当します。「お前はわたしの所有物です。わたしの大

切な民です。」と語ってくださいます。洗礼を受けない世の他の人たちと区別さ

れることになります。なんという素晴らしい特権でしょう！ですから、一生涯に

一度だけ、このように宣言される私たちは一生涯にわたって疑うことがありませ

ん。「わたしは救われた主の大事な民です！」と喜ぶのです。たとえ、一時的に

罪を犯し、一時的に神様から離れることがあっても、この事実は変わりません。

いつでも天のお父様の御元に立ち返ると、もう一度主の民であることの喜びを再

び味わいます。	
	 もう一つの大切な話があります。私たちの教会でたまたま信仰告白式がありま

す。これは幼児だった時に洗礼を授かった主の民が自分の信仰を教会の前で言い

表して確かにすることです。神様は私たちの子供たちをご自分の民として扱って

くださるから、生まれて間もない赤ちゃんにも洗礼を授けています。成長すれば、

親の意思や教会の慣習によってではなく、自分自身の意思表明として信仰を告白

式によって言い表します。理解力がある人、例えば中学生でも大人でも、イエス



様を信じて洗礼を授けていただくことももちろんあります。この場合は信仰告白

式と洗礼式が並行して執り行われます。でも、洗礼式は信仰告白式とは違います。

信仰告白の場合は、自分自身が主役です。でも、洗礼式の主役は天の神様ご自身

です。告白する人は自分から教会の前で、自分の信仰を表明して、誓約をします。

でも、洗礼式の時は、神様がご自身のお名前を私たちに書き記して、ご自分の民

であることを宣言してくださいます。キリスト教会の中に、成人洗礼しかやらな

い教会があります。バプテスト教会は大抵そうです。幼児に自分の意思で信仰を

言い表すことができないから、洗礼を受ける対象とならないという理解をします。

それは、洗礼の実質を基本的なところで誤解していると思われます。洗礼式の時

に、神様が主役であることを忘れていないでしょうか。でもイエス様はおっしゃ

いました。「子供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。神

の国はこのような者たちのものである。」と。（マルコ伝 10章 14節）	
	 今日はちょっと長いお話でしたが、ここまでとします。ところが、「洗礼を受

けたい」とか、「そろそろ信仰告白がさせてもらいたい」という人がいるなら、

どうぞいつでも牧師または長老さんに早速相談してください！	
	
	
（けんきん）今日も神様に捧げる献金をとっておいて、教会で再びお会いするとき	
	 にささげましょう。こひつじ科の献金箱が設置されましたので、用いましょう。	
	
	
賛美：	 こころにかみのあいを＊	 （KFC子供さんびか９６番：下を参照）	
	 	 	 	 ＊1、2、3、せつをうたい、さいごにコーラスをうたおう。	
	
	
お祈り（黙祷をもって神様が救ってくださることを信じて、感謝しましょう。）	
	



	



	


